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紹介受診重点医療機関について
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●市立釧路総合病院
令和５年８月９日 令和５年度第２回釧路圏域地域医療構想調整会議で承認

９月１日 公表

●釧路労災病院
令和５年１１月２４日 令和５年度第３回釧路圏域地域医療構想調整会議で承認

１２月１日 公表

紹介受診重点医療機関の指定





紹介受診重点医療機関の指定の継続承認について02 5

令和７年度第１回釧路圏域地域医療構想調整会議（令和年７月１７日付け釧保企第１５０４号により書面開催）

において、継続承認。

なお、２医療機関とも紹介受診重点医療機関の指定の基準「初診に占める重点外来の割合
４０％以上かつ再診に占める重点外来の割合２５％以上」を満たしている。

外来機能報告データ

基準 参考水準

紹介受診重点医療機関 名称

初診の紹介受診重点
外来の患者割合
１年間

再診の紹介受診重点
外来の患者割合
１年間

紹介率
７月～３月合計

逆紹介率
７月～３月合計

40％以上 25％以上 50％以上 40％以上

市立釧路総合病院
令和５年度 51.6 27.0 51.3 82.4

令和６年度 54.9 29.2 93.3 116.2

独立行政法人 労働者健康安全機構 令和５年度 69.5 27.9 84.3 80.2

釧路労災病院 令和６年度 70.8 28.7 85.2 82.9

〈基準〉初診に占める重点外来の割合40％以上かつ再診に占める重点外来の割合25％以上

〈参考水準〉紹介率50％以上かつ逆紹介率40％以上（意向はあるが基準を満たさない場合）



紹介受診医療機関の現状について03 6

今後も、紹介受診重点医療機関の指定が維持されるためには、紹介受診重点医療機関の

指定の基準「初診に占める重点外来の割合４０％以上かつ再診に占める重点外来の割合２５％
以上」を満たし続ける必要がある。

そのためには、初診を担う病院及び診療所（いわゆる「かかりつけ医」）の協力が不可欠であり、
その機能を維持するため、一定の数が確保されることが望ましい。



一般診療所増減傾向について



一般診療所の増減傾向について04 8



病院・診療所別受診割合について05 9



病床数適正化支援事業について



ポイント06

■ ６月27日、第２次内示があり、北海道は16.3億円（398床）の配分。

■実質的に自治体立病院を排除する要件はなくなるなど、見直しは行われたも
のの、道の事業計画200億円（4,862床）に対し、１次分を合わせても、内示率は
15.4％にとどまっている。

■道としては、事業活用を希望する全ての医療機関に確実に支援が行き届くよ
う、十分な財源を確保することなどを、引き続き、国に要望する。



道の事業計画と国内示の状況07



配分額の算定方法の変更点08




